










































































































































































































我去听 企 的 明。
・ 我一本 。（彼女は私に本を１冊くれた）
・我 吃了 碗拉面。（私たちはラーメン２杯を食べた）




表３で示している“我去听 家企 的 明。”（私はこの会社の説明会に行ってきた）だが、企
業・病院などを数えるとき“家”という量詞を用いることは、実際学生が覚えて応用できるまで
たいへんだった。もちろん、「台」という字のように携帯電話やテレビなどの量詞として、日本
語と共通している場合もある。
やはり常用量詞を表にまとめ、共通している場合、異なる場合をはっきりと区別して、学生に
慣れるまで練習させる。
このように、個々の問題について学習者が理解するまで、対比などを使って説明する。今日、
語学教育として LL教育やオンデマンド授業などが普及しているが、現代技術を用いた教育現場
では、教育成果はそれに相応して得られているとは言い難い。中国語板書を見てそれを写すこと
は、機械に慣れている若者にとってよい訓練でもあり、教員の板書は学習に役立つのである。
このようにして難しいことでも毎回繰り返し忍耐強く練習すれば、必ずマスターできると確信
している。
四、終わりに
本稿は、教養関係における中国語学習の現状と問題点を認識し、学生の特徴と動機づけに留意
しながら、実際の授業に照らして発音と文法の両面から中国語授業への取り組みについて論じた。
とくに中国語入門の段階では発音の練習、復習は非常に大事で、必ず毎回時間をかけてやるべき
ものである。その取り組みと工夫は知識だけでなく、技能とのバランスをも追求していく必要が
ある。これらは主に初習者向けの授業改善につながる。
外国語の応用力・実践力をつけるためには、その言語を母国語としている外国へ留学するのが
最もよい方法だが、初習段階に過ぎない学生にとっては現実的ではない。一方、日本の各地には
いま多くの中国人留学生や観光客が来ている。これは、中国語を習得する上で大いに利用すべき
点である。今後、中国人と中国語を学んでいる日本人の学生が積極的に交流することができるよ
うな場を設定し、お互いに交流を通して学ぶことができるように考えたい。
他方、初習中国語の教育を考えると、民間の外国語学校との差別化を明確にする必要がある。
―１５２―
大学においては、中国語が初修言語である場合は、極めて当たり前のことだが、基礎をしっかり
と教えるべきであると同時に、中国語を学ぶことの楽しさをいかにして伝えるかが重要であろう。
その楽しさは、文化や社会の多様性を理解することに根ざしていなければならない。義務教育や
受験のために勉強をしてきた学生たちに、長い学校生活の最後にあたる大学では、人生を豊かに
し楽しむための学びをこそ伝えるべきであろう。中国語教育とは、社会生活を送るうえでの自信
につながるスキルの一つを身につける機会であること、そして、多様な知的好奇心の種を植える
機会でもあることを、教員は深く自覚せねばならない。
１ 跡見学園女子大学全学共通科目シラバス参照。
２ 前掲シラバス参照。
３ 中国国家対外漢語教学局『漢語水平等級標準与語法等級大綱』（１９９６年）、日本中国語学会ソフトアカデ
ミズム検討委員会編『日本の中国語教育―その現状と課題・２００２―』（日本中国語学会 ２００２年）を参照。
―１５３―
